



























































井上【2006】は，ノートは A と B に整理され，少し前に数年前にマンチェスター・オウエ






ジでの 1875-76 年の講義ノートとイギリス科学促進協会 F 部会（British	Association	,	Section	F）での 1875





ノート A とノート B について，まずはまとめてみる。
ノート A：
 1. バスティア（Bastiat）の経済的事象：経済学を学習する意味についての説明（Essays 








 6. バスティアの貯蓄に関する説明：奢侈が持つ意味の理解に必要な長期的視点（Essays 
on Political Economy の中の「Thatwhichisseen,andThatwhichisnotseen」から
の引用）












11. バスティアによるナポレオンの偉大さの説明：富の労働者への波及（Essays on 
Political Economy の中の「Thatwhichisseen,andThatwhichisnotseen」からの引
用）
5）	 	　井上【1986】で指摘されているように，第 3 章である。山辺丈夫はこの章（「工場制度の地形学と統計」）
から産業の発展の理由をユアの説明の順序を並べ替えて抽出している。（Ure【2003】pp.67-69）






 イギリスにおける製織の歴史の紹介：『製織技術の理論と実践（The theory and practice 







































































































































































































































































 1. 独占　 2. ギルド　 3. 保護主義（農業・工業・商業）　 4. 制限・禁止の体制



































































































































































は 1877 年 8 月 15 日から 1878 年 12 月まで省略されている。井上は次のように推測している。
「日記がこの期間省略されているのは，ロンドン着後生活が落ち着くまでの期間であったか
らである。」（135 ページ）






Assurance	Company という有限会社から 1879 年に発行された約束手形の名称でもあるが，山辺丈夫のノー
トの記載と一致しているかについての確認は出来ていない。この有限会社出版の本が大英図書館には所蔵さ
れているが，筆者は確認できていない。General	Expenditure	Assurance	Company,	January 1879. The 
General Expenditure Assurance Company, Limited. “The coupon trading system.” : Established 1874. No 










さらに，ジェヴォンズの講義案を 1876 年，1877 年，1878 年それぞれの年度で比較すると，
いずれも 2 部構成となっていることが理解できる。

























































































の関係の検討を軸に（1880-1920）」『生命保険論集』（第 180 号，93-123 ページ，公益財団法人生命
保険文化センター）
ケ イ ン ズ【1992】：J.M. ケ イ ン ズ『 人 物 評 伝 』（ 大 野 忠 男・ 熊 谷 尚 夫 訳， 岩 波 書 店 ），THE 
COLLTECTED WRITRINGS of JOHN MAYNARD KEYNES X ESSAYS IN BIOGRAPHY 
WITH A NEW INTRODUCTION BY DONALD WINCH, CAMBRIDGEUNIVERSITYPRESS
FORTHEROYALECONOMICSOCIETY,2013
小泉【2012】：小泉仰「西周の現代的意義」『アジア文化研究』（第 38 号，61-74 ページ，国際基督教大学）
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（2017 年 1 月 30 日閲覧）
An Investigation of Takeo Yamanobe’ Notebooks: 
The Relationship with Jevons’s Lectures
Shujiro ABE
Abstract
The purpose of this paper is to contribute to the development of two studies: History of 
Japanese Economic Thoughts and Jevons’s Economic Thought.
 Takeo Yamanobe, a famous Japanese entrepreneur, attended Jevons’s lectures at 
University College, London. Yamanobe had enough basic knowledge of what Jevons 
taught, because he had studied Amane Nishi’s textbook which had included many 
disciplines.
 Jevons is said to have taught orthodox economic theory. However he had taught his 
students the latest contents which he had struggled at that time.
 Success of Yamanobe’s innovation is due to Nishi’s textbook and Jevons’ preoccupation 
with social problems at that time in addition to Yamanobe’s efforts.
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